
津
別
町
創
生
総
合
戦
略
会
議
が
開
催

現
在
ま
で
の
経
過
と
し
て
、
6
月
に
は
、

町
民
の
皆
様
と
、
町
外
か
ら
町
内
の
企
業
に

通
勤
さ
れ
て
い
る
皆
様
を
対
象
に
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
7
月
に
は
、
総
合
戦
略
の
審
議
、

検
証
を
行
う
た
め
津
別
町
創
生
総
合
戦
略

会
議
が
設
置
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

月
頃
を
め
ど
に
人
口
ビ
ジ
ョ

10

ン
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
総
合
戦
略
を
町
民

の
皆
様
に
も
随
時
公
開
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

年
後
に
は
子
供
の
数
が
半
分
に

15
図
1
で
は
、
津
別
町
の
総
人
口
は
1
9
6

0
年
（
昭
和

年
）
の
1
万
5
6
7
6
人
を
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ピ
ー
ク
に
減
少
推
移
し
て
お
り
、
2
0
1
0

年
（
平
成

年
）
の
総
人
口
は
5
6
4
6
人

22

で
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ

・
0
%
の
減
少
と

36

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
3
0
年
に
は
子
供

の
数
を
示
す
年
少
人
口
（
0
～

歳
の
人

14

口
）
が
2
4
8
人
程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
3
0
年
の
老
年
人
口
（

歳
65

以
上
の
人
口
）
は
総
人
口
の
半
分
ほ
ど
（

・
48

4
%
）
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
業
が
「
総
合

戦
略
」
で
す
。

飲
食
、
買
い
物
環
境
の

充
実
を
求
め
る
声

図
2
で
は
、

男
性
は
、「
買
い

物
、
娯
楽
、
飲
食

店
の
充
実
」
を
求

め
る
声
が
最
も

多
く
、
女
性
は

「
仕
事
、
働
き
口

の
充
実
」
が
最
も

多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

図
3
で
は
、

町
外
へ
の
転
勤

理
由
と
し
て
「
よ

り
充
実
し
た
飲

食
、
娯
楽
環
境

を
求
め
て
」
と
い

う
声
が
最
も
多

い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
結
果
を

受
け
て
、
施
策

の
方
向
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

町
で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」（
以
下
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
、
町
の
実
情
に
応
じ
た
今
後
５
か
年
の
施
策
の
方
向
を
提
示
す
る
「
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、
総
合
戦
略
）
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

※2010年までは国勢調査（合併も考慮）、2015年以降は「日本の地域別将来推計
人口（2013年3月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）に基づき作成。

図２【町民アンケート】町に維持・改善を求める項目 図３【通勤者アンケート】町外へ転勤した理由

0% 5% 10% 15% 20% 25%

仕事、働き口の充実

住環境の充実

人間関係、コミュニティの充実

交通の便

出産、子育て環境の充実

教育、スポーツ環境の充実

買い物、娯楽、飲食店の充実

生活支援、医療、福祉サービスの充実

景観、自然環境、災害が少ない安定した気候

0% 10% 20% 30% 40% 50%

性

女性

入学・進学
就職
転職
転勤

津別町外にマイホームを購入したため
通勤、通学の便
親との同居・近居

結婚
離婚

子どもにより充実した教育を受けさせるため
より充実した医療を受けるため

より充実した福祉サービスを受けるため
より充実した娯楽環境・飲食環境を求めて
より広いコミュニティ・人間関係を求めて

その他

図１【人口ビジョン】津別町総人口及び年齢３区分別人口の推移（人）
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は

ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
か
？

７
月

日
、
さ
ん
さ
ん
館
で
行
わ
れ
た
ま

１７

ち
な
か
再
生
協
議
会
で
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
～
津
別
で
考
え
る
小
さ
な
拠
点
～
」

と
題
し
て
講
師
の
谷
口
守
教
授
よ
り
ご
講

演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
講
演
を
も
と
に
、
委

員
同
士
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
そ
も
そ

も
ど
う
い
う
も
の
か
」「
身
の
丈
に
あ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
谷
口

教
授
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
ド

イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
と
い
う
二
つ
の

都
市
を
比
較
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ

い
て
は
、
建
物
を
た
だ
集
積
化
し
た
だ
け
で

は
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
が
高
い

こ
と
が
重
要
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
つ
こ

と
が
必
要
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
際
の
ま

ち
づ
く
り
の
分
析
を
す
る
と
、
駅
前
型
拠
点
、

道
の
駅
型
拠
点
と
い
っ
た
、
７
つ
の
分
類
に

分
け
ら
れ
る
と
い
う
説
明
か
ら
、
協
議
会
委

員
の
皆
様
に
「
津
別
町
で
小
さ
な
拠
点
を
成

立
さ
せ
る
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
皆
様
か
ら
の
意
見
で
は
、「
津

別
町
は
既
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
の
で

は
な
い
か
」「
上
里
地
区
は
観
光
の
低
集
積

拠
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
今
、
住
ん
で

い
る
高
齢
者
の
た
め
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
、
高
齢
者
の
た
め
の
集
約
化
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
で

て
き
ま
し
た
。

北
海
道
（
津
別
町
）
は
す
で
に

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
の
で
は

な
い
か
？

谷
口
教
授
か
ら
は
、
世
界
各
地
の
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
例
（
町
全
体
が
古
本
市

の
ま
ち
、
道
の
駅
と
公
共
施
設
が
一
体
化
し

た
施
設
を
新
た
な
拠
点
に
し
た
ま
ち
、
人
口

一
人
の
ま
ち
）
を
説
明
い
た
だ
い
た
後
に

「
北
海
道
は
歴
史
的
に
ま
ち
づ
く
り
が
自
然

と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」「
他
の
町
と
比
較
し
た
時
に

そ
の
町
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
あ
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
な
り
う
る
の
か
」「
費

用
対
効
果
の
面
も
含
め
て
、
移
送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
実
際
に
利
用
す
る
住
民
が
い
る
の

か
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
は
Ｅ
Ｆ
（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
）
指
標
と
い
う
環
境
負
荷
の
指
標

を
も
と
に
し
た
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
も
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
議

会
の
皆
様
の
議
論
や
、
谷
口
教
授
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
、
津
別
町
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
重
要
に
な
る
内
容
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
協

議
会
委
員
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
議

論
を
深
め
、
筑
波
大
学
と
の
共
同

研
究
の
中
か
ら
具
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
回
の
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

は
９
月

日
（
金
）
を
予
定
し
て

２５

お
り
ま
す
。
一
般
公
開
形
式
に
て

開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

講講師の谷口教講師の谷口教授授

問い合わせ先 住民企画課企画グループ 緯76－2151（内線241）

第
４
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
開
催

今
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
筑
波
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」。
今
回
は
第
４
回
協
議
会
の
取
組
の
状
況
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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